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「みんなが歩きたくなるまち」を目
指し、さまざまなプロジェクトに取
り組んでいます。重視しているのは

「まちの記憶」です。どこのまちも同
じような街並みが広がる中で、その
土地の歴史や風土の中にこそ、まち
の個性や住民の愛着につながるもの

が眠っていて、それがまちの価値や
魅力に結び付くと考えています。

若い力で地域の文化の再生を目指
す本取り組みが「まちの記憶」を継
承し、地元の自然や産業との掛け合
わせで都城の未来にどのような形で
芽吹いていくのか楽しみです。

まちの記憶は生徒の記憶にも残り未来につながる 歴史や風土を見直すと見えてくる「まち」の魅力北ほ
ん
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本
市
で
は
、
中
心
市
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地
の

空
き
店
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消
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え
、
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ク
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取
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携
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ク
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介
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市
内
で
も
特
に
紙
漉
き
が
盛

ん
だ
っ
た
姫
城
地
区
の
下
長
飯

町
。
戦
後
に
紙
の
需
要
が
高
ま

り
、
同
町
で
は
一
時
期
30
軒
も

の
紙
漉
き
を
営
む
家
が
立
ち
並

び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
機
械
化

が
進
み
大
量
生
産
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
で
、
手
漉
き
和
紙

の
需
要
は
激
減
。
昭
和
35
年
頃

に
は
同
町
の
ほ
と
ん
ど
の
紙
漉

き
業
が
廃
業
し
、
そ
の
営
み
は

途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

少
な
い
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を
循
環
さ
せ
て

効
率
的
に
活
用
し
て
い
く
循
環

型
社
会
へ
の
移
行
が
求
め
ら
れ

る
昨
今
。
か
つ
て
市
内
で
盛
ん

だ
っ
た
紙
漉
き
を
文
化
と
し
て

再
生
さ
せ
る
こ
と
は
、
廃
棄
物

の
再
利
用
や
新
た
な
価
値
の
創

出
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
池
田
さ
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と

環
境
教
育
推
進
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定
さ
れ

て
い
る
都
城
商
業
高
校
が
タ
ッ

グ
を
組
み
、
同
校
３
年
生
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を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
紙
漉
き

文
化
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

５
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

紙
漉
き
を
学
び
、
触
れ
る

紙
漉
き
に
関
す
る
情
報
が
少

な
い
中
、
メ
ン
バ
ー
は
ま
ず
和
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の
歴
史
文
献
を
調
査
。
ま

た
、
県
内
唯
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漉
き
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で
あ
る
福
田
雅
美
さ
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協
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を
得
て
、
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技
術
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学
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テ
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マ
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工
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高
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ザ
イ
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修
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、
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携
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見
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触
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ー
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し
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。
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、和
紙
の
原
料
と
な
る
梶か
じ

が
沖
水
川
河
川
敷
に
自
生
し
て

い
る
の
を
初
め
て
目
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、焼
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の
製
造
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で
出
る
廃
棄
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を
和
紙
に
生
か

す
た
め
柳
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を
訪
問
。
同

酒
造
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と
意
見
交
換
を
行
っ

た
メ
ン
バ
ー
か
ら
は「
芋
の
色

や
香
り
が
残
っ
た
和
紙
を
焼
酎

ラ
ベ
ル
に
使
い
た
い
」と
提
案

も
出
ま
し
た
。

紙
漉
き
を
広
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、メ
ン
バ
ー
と
小
・
中

学
生
で
和
紙
の
は
が
き
を
作
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
ま

し
た
。
模
様
に
は
、焼
酎
の
廃

棄
物
や
花
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で
廃
棄
さ
れ
る
花
、

粉
砕
し
た
廃
棄
ガ
ラ
ス
な
ど
、

市
内
事
業
者
か
ら
提
供
を
受

け
た
廃
棄
物
を
使
用
。
実
際
に

和
紙
を
作
る
の
は
メ
ン
バ
ー
自

身
も
こ
の
時
が
初
め
て
で
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る
藤
岡
佑
成
さ
ん
は「
漉
く

時
は
少
し
で
も
傾
け
る
と
よ
れ

て
し
ま
う
の
で
、ず
っ
と
水
平

に
し
て
お
く
の
が
大
変
だ
っ
た
」

と
、手
漉
き
和
紙
作
り
の
難
し

さ
を
体
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、宮
崎
大
学
の
谷
田
貝

孝
教
授
を
講
師
に
招
い
た
商

品
開
発
検
討
会
で
は「
ラ
ン
プ

シ
ェ
ー
ド
が
作
り
た
い
」と
メ

ン
バ
ー
か
ら
新
た
な
ア
イ
デ

題字：都城商業高校３年藤岡佑成さん（プロジェクトリーダー）

環境教育を推進する本校の取り組
みも生かせる本プロジェクト。池田
さんをはじめ多くの人の協力により
思いが少しずつ形になりつつあります。
また、この活動の中で生徒たちが自
ら提案したり、どうすれば伝わるか
と考え、行動に移したりする姿を見て、

彼らの成長を感じています。
今回知ったまちの魅力や出会った

人は生徒１人１人の記憶に残り、消
えることはないでしょう。卒業しそ
れぞれの道に進みますが、この記憶
が生徒とまちを今後もつなげてくれ
ると思います。
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日
㈮
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ま
ち
な
か
広
場
で

開
催
す
る
こ
と
が
決
定
。
瓶

や
ろ
う
そ
く
、和
紙
の
ラ
ン
プ

シ
ェ
ー
ド
に
廃
棄
物
な
ど
を
再

利
用
し
た
ラ
ン
プ
の
明
か
り
が
、

ま
ち
な
か
を

優
し
く
照
ら

し
幻
想
的
な

世
界
を
作
り

ま
す
。

未
来
の
ま
ち
の
た
め
に

池
田
さ
ん
の
思
い
と
高
校
生

の
若
い
力
が
共
鳴
し
、
試
行
錯

誤
を
重
ね
な
が
ら
も
着
実
に
歩

み
を
進
め
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

リ
ー
ダ
ー
の
藤
岡
さ
ん
は

「
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る

の
は
ま
ち
の
記
憶
を
紡
ぎ
、
未

来
に
つ
な
ぐ
挑
戦
」
と
力
強
く

語
り
、「
い
ろ
い
ろ
な
素
材
を

活
用
し
、
途
絶
え
た
伝
統
産
業

を
復
活
さ
せ
た
い
」
と
メ
ン

バ
ー
の
木
村
夏
蓮
さ
ん
も
意
気

込
み
ま
す
。
輝
く
瞳
で
ま
っ
す

ぐ
に
未
来
を
見
据
え
る
彼
ら
の

挑
戦
は
続
き
ま
す
―
。

り

1紙漉き文化再生プロジェクトメン
バー（都城商業高校３年：上段左から
木村夏

か れ ん

蓮さん、清
きよみずすずな

水鈴菜さん、廣川凛
りん

さん、岸良侑
ゆ な

奈さん、内村美
み れ い

玲さん、
三好瑠

る か

夏さん、陣之内さくらさん、下
段左から津

つ ぐ ま

隈獅
し

子
ず く

空さん、鬼
おにづかじん

塚仁さん、
藤岡佑

ゆうせい

成さん、内村心
し お ん

響さん）と池田
さん（左上）、福田さん（右上）、北郷
さん（右下）、2沖水川河川敷で自生
する梶を初めて目にする、3小・中学
生を対象としたワークショップを開催、
4焼酎の廃棄物や花屋で廃棄される花、
粉砕した廃棄ガラスを使用した和紙、
5福田雅美さんから紙漉き技術を学ぶ、
6昭和時代の紙漉きの様子 1
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